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　４月29日、町総合公園陸上競技場に

おいて、第24回壬生町消防団ポンプ操

法大会並びに、第３回消防交通フェアを

開催。（関連記事２頁）
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消防技術の向上

士気の高揚を図る

町消防団ポンプ操法大会

ﾀﾞ::……:………'………団員の士気高揚と消=防技術め向上を目的に√町消防団:(銘木正美団長ﾒ……゜団員2匍名ドめ箇……'i

24回壬生町消防団ポンプ操法大会が、４月29日、町総合公園陸上競技場亡開催されまじた。

　当日は好天に恵まれ、大勢の家族連れが観覧する中行われ、団員のきぴきびした行動によ

る、日頃の訓練の成果が披露される都度、観覧者から大きな拍手がおくられていました。

　大会は、｢士気、規律、行動、チームワーク｣等の総合点で審査され、自動車ポンプの部

では第２分団第１部が、小型ポンプの部では第２分団第５部が前年に引き続き優勝しました。

　また、第３回消防交通フェアが同会場で開催され、ポンプ車やパトカー、白バイ、はしご

車が展示され、家族連れが搭乗したりふれあいを楽しむ中、交通関係団体が交通安全啓発物

品を配布して、啓発に努めていました。
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=･a17年度行政協力委員さん決まる
平成□年６月１日現在

地域と行政のパイプ役として活躍

N0. 自治会名 氏　　名 N0. 自治会名 氏　　　　　名
１ 下　表　町 清　水　　　武 41 下台団地 長　嶋　和　行
２ 中　表　町 渡　遵　喜　夫 42 駅　　　　東 山　本　忠　男
３ 下　横　町 外　山　　　豊 43 至宝町南 大　友　達　示
４ 今　　　　井 増　子　幸　男 44 県営壬生住宅 池　渾　　　均
５ 上　表　町 荒　川　敬　二 45 釜　ケ　渕 越　路　　　誠
６ 東　下　台 篠　原　宏　明 46 原　　　　坪 鯉　沼　守　男
７ 城　束　町 金　田　恚　介 47 鹿　　　　島 鯉　沼　喜一郎
８ 舟　　　　町

　　　　　　一一一一一
束　　　　町

阿　部　泰　典 48 下馬木（稲葉） 坂　田　　　弘
９ 金　田　　　稔 49 下　　　　町 阿久津　成　基
10 仲　通　町 大　橋　幸　男 50 上　　　　町 小　菅　一　弥
11 上　通　町 白　久　正　三 51 本　　　　郷 神　永　忠　雄
12 三　好　町 松　本　光　雄 52 松　　　　原 後　藤　　　龍
13 旭　　　　町 戸　鴫　良　男 53 西　　　　部 石　川　説　男
14 万　　　　町 鯉　沼　明　雄 54 中　　　　央 荒　川　　　勇
15 上　新　町 青　木　忠　吉 55 北　　　　原 川　島　清　行
16 下　馬　木 薩　葉　弘　一 56 台　　　　宿 鈴　木　孝　明
17 西　高　野 神　門　銕　三 57 下　　　　坪 　加　藤　富　雄

一一一－　　　……
　新　井　　　清18 城　　　　内 小野塚　謙　三 58 東　　　　原

19 城　　　　南 市　川　友　通 59 鯉　　　　沼 高　禍　正　三
20 馬　　　　場 橋　本　佐　一 60 福　和　田 斎　藤　亘　弘
21 原　　　　宿 布施木　善　作 61 北　小　林 田　村　政　一
22 田向稲荷内 野　中　耕　作 62 安　塚　一 山　田　孝　三
23 上　　　　坪 篠　原　直　男 63 安　塚　二 小野鴫　正　雄
24 前　宿　坪 柏　崎　武　男 64 上　長　田 中　川　豊　治
25 台　　　　坪 小谷野　幸　作 65 上　　　　　田 朝　日　悦　夫
26 星　の　宮 佐　藤　久　夫 66 中　　　　泉 臼　井　正　明
27 至宝町北 荒　川　　　章 67 肋　　　　谷 粂　川　凱　功
28 六美町北部 花　田　　　薫 68 助　谷　原 荒　川　　　武
29 ひばりケ丘 長　島　明　男 69 落　　　　合 宇賀神　永　治
30 緑町一丁目 長谷川　七　郎 70 国谷中央 高　山　文　夫
31 緑町二丁目 北　條　欣　司 71 国谷新田 高　山　　　正
32 幸町一丁目 増　潭　甲子郎 72 緑町三丁目 竹　永　政　夫
33 幸町二丁目 松　井　　　浩 73 緑町四丁目 中　村　光　一
34 幸町三丁目 佐　藤　義　勝 74 あけぼの 落　合　好　夫
35 幸町四丁目 羽　石　勝　雄 75 安　塚　三 粂　川　邦　夫
36 おもちゃのまち 中　尾　靖一郎 76 安塚南部 河野遵　弘　告
37 い　ず　み 鈴　木　俊　之 77 若　　　　草 岡　田　安　雄
38 六美町南部 田　崎　勝　征 78 国谷本田 田　中　克　己
39 車　　　　塚 蕗　葉　　　勲 79 安塚中央 安　生　勝　英
40 六美町中央 角　田　晴　仲

　　自治会連合会新役員

　　５月18日、壬生中央公民館で

自治会連合会総会が開かれ、平

成17年度の新役員が決まりまし

た。

会　長　河野漫弘告（安塚南部）

副会長　布施木善作（原　　宿）

　　zz　　小菅　一弥（上　　町）

理　事　清水　武（下表町）

　　ﾉﾀ　　　山本　忠男（駅　　東）

　　ﾀﾀ　　　金田　恵介（城東町）

　　μ　　　松本光雄（三好町）

　　ﾀﾀ　　　神門銕三（西高野）

　　ﾀﾀ　　　布施木善作（原　　宿）

　　ﾀﾀ　　　　田崎　勝征（六美町南部）

　　ﾀﾉ　　　大友　連示（至宝町南）

　　ﾌﾀ　　　花田　　薫（六美町北部）

　　ﾀﾀ　　　増渾甲子郎（幸町一丁目）

　　x?　　　羽石　勝雄（幸町四丁目）

　　77　　　竹永　政夫（緑町三丁目）

　　z7　　　飯沼喜一郎（鹿　　島）

　　ﾌﾀ　　　川島清行（北　原）

　　ﾀﾀ　　　朝日　悦夫（上　田）

　　7z　　　粂川邦夫（安塚三）

　　ﾀﾀ　　　安生　勝英（安塚中央）

　　ﾀﾀ　　　高山　文夫（国谷中央）

監　事　薩葉　　勲（車　　塚）

　　x?　　　篠原　宏明（東下台）

会　計　安生　勝英（安塚中央）

∧◇☆自治会功労者に感謝状を贈る寸寸寸
　去る５月18日、壬生中央公民館で開催された平成17年度壬生町自治会連合会（河野漫弘告会長）定期総

会の席上、16年度で自治会長を辞した次の６名の方へ、壬生町長並びに壬生町自治会連合会長より感謝状

と記念品が贈られました。

　これは、３年以上の長きに亘り自治会長を務め、地域の皆さんと行政のパイプ役として活躍し、また自

治会発展のために尽くされた功績を讃えるものです。

前下表町自治会長

　　安田　稔

３

前下横町自治会長

　　町田　切男

前六美町南部自治会長

　漫遊　敏夫

前栗原自治会長

　石川　昭三

前若草自治会長

　　高橋　舞

前安塚中央自治会長

　瓦井　研三
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平成16年度下半期
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜平成17年３月31日現在＞

　町では、皆様に納めていただいた税金や町に配分された国・県支出金

等がどのような使われ方をしているか、正し＜理解していただくために、

年２回（６月・12月号広報壬生に掲載）、財政状況を公表しています。

　今回は、平成16年度下半期までの収入・支出状況等についてお知らせ

します。

　なお、今回公表するものは、平成17年３月末までのものであり、決算

額ではありません。これは、３月末までに確定した債権債務について整

理を行うために４月１日から５月31日までの２ヶ月間を出納整理期間と

することが認められているためです。

歳　入 (単位：千円・％)

科　　目 当初予算額 予算現額 収入済額 対予算比

１．町　　　　税 4,444,734 4,458,332 4,324,551 97.0

２．地方譲与税 240,000 246,700 206,514 83.7

3.利子割交付金 30,000 30,000 ４０,７９０136.0

4.配当割交付金 1,500 5,000 6,387 127.7

　株式等譲渡
５’所得割交付金

500 3,000 7,413 247.1

６．地方消費税交付金 300,000 350,000 378,019 108.0

７．ｺﾞﾙﾌ騏用税交付金 35,000 34,000 34,629 101.9

８．自動車取得税交付金 100,000 100,000 116,762 116.8

９．地方特例交付金 160,000 166,061 166,061 100.0

10.地方交付税 1,940,000 1,890,419 1,979,074 104.7

11.交鼓全雌特赦付金 8,000 8,000 8,611 107.6

12.分担金及び負担金 127,136 123,857 113,670 91.8

13.使用料及び手数料 260,187 249,990 251,481 100.6

　82.414.国庫支出金 620,288 701,338 578,017

15.県支出金 581,184 510,800 426,754 83.5

16.財産収入 2,216 9,349 9,375 100.3

17.寄　附　金 912 2,453 2,452 100.0

18.繰　入　金 441,006 98,336 98,334 100.0

19.繰　越　金 200,000 495,521 495,521 100.0

20.諸　収　入 196,337 216,417 137,065 63.3

21.町　　　　債 1,161,000 1,203,500 470,000 39.1

合　　　計 10,850,000 ].0,903,073 9,851,480 90.4
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〔収入済額構成比〕

収入済額9,851,480千円

地方譲与税2.1％

その他5.1％

使用賎び手匪

-

〔支出済額構成比〕

支出済額　9,938,931千円

　　農財産額彗JJIその他
　　つつ○/t　　｡　0　/J｡,,｡

※収支の不足額は、財政調整基金を

　運用しました。
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科　　目 当初予算額 予算現額 支出済額 対予算比

１．議　会　費 154,285 ］53,985 151,708 98.5

２．総　務　費 1,195,759 1,284,356 1,198,999 93.4

３．民　生　費 2,381,376 2,303,760 2,161,448 93.8

４．衛　生　費 987,942 1,096,226 1,004,907 91.7

５．労　働　費 17,809 17,509 16,096 91.9

６．農林水産業費 392,435 367,866 331,721 90.2

７．商　工　費 558,551 556,296 323,185 58.1

８．土　木　費 1,680,848 1,674,794 1,442,044 86.1

９．消　防　費 581,392 562,937 ５５３,４９９ 98.3

10.教　育　費 1,332,941 1,314,529 1,214,470 92.4

11.災害復旧費 11,502 11,502 126 1.1

12.公　債　費 1,535ﾕ57 1,531,983 1,531,982 100.0

13.諸支出金 ３ 9,002 8,746 97.2

14.予　備　費 20,000 18,328 ０ 0.0

合　　計 10,850,000 I0,903,073 9,938,931 91.2
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を
特
つ
も
の
と
い
え
ま
す
。

し
一
般
会
計

　
町
の
基
本
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

経
費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と
で
、
町

の
会
計
の
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
町
の
存
立
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
経

理
す
る
た
め
の
会
計
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
議
会
費
、
総
務
費
、

民
生
費
、
教
育
費
等
が
一
般
会
計
に
計

上
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
を
「
特
別
会

計
」
と
い
い
、
壬
生
町
で
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
入

　
１
年
間
に
町
に
入
る
す
べ
て
の
収
入

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
れ
が
年
間
に

町
が
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
お
金
と

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
歳
入
の
金
額
に

よ
っ
て
歳
出
の
額
が
決
ま
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。

　
⑤
町
税
と
は

　
　
税
金
に
は
そ
の
性
質
や
内
容
に
よ

　
り
、
国
、
県
、
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
に

　
対
し
て
納
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

　
そ
の
中
で
町
に
納
め
ら
れ
る
も
の
を

　
「
町
税
」
と
い
い
ま
す
。
主
な
も
の

　
と
し
て
は
、
町
内
に
住
所
の
あ
る
皆

　
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
町
民
税
や
、

　
町
内
に
資
産
を
お
持
ち
の
方
に
納
め

　
て
い
た
だ
く
固
定
資
産
税
な
ど
が
あ

　
り
ま
す
。

　
⑤
地
方
特
例
交
付
金
と
は

　
　
恒
久
的
な
減
税
の
実
施
に
伴
い
、

　
平
成
Ｈ
年
度
か
ら
新
た
に
財
政
措
置

　
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
税
の
代
替
的
な

　
性
格
を
持
ち
、
す
べ
て
の
地
方
公
共

　
団
体
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
恒
久
的
減

　
税
が
実
施
さ
れ
て
い
る
間
は
、
こ
れ
　
５
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(単位：円)

主な税 １人当たり １世帯当たり

町　民　税

　ぞ
40,248 117,659

固定資産税

原， 54,405 159,045

軽自動車税

φ
1,195 3,493

町たばこ税

回
5,808 16,980

都市計画税

嶮k 6,747 19,724

全　　　体

　り 108,423 316,956

平成17年３月31目現在

一

※３月末現在の住基人口39,886人

　　　　　　　世帯数13,644世帯

語用政財りかわ早

が
将
来
の
地
方
税
制
の
根
本
的
改
正

等
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
、
継
続
さ

れ
ま
す
。

聯
地
方
交
付
税
と
は

　
国
に
納
め
ら
れ
た
一
部
の
税
金
か

ら
一
定
の
割
合
で
、
地
方
公
共
団
体

が
等
し
く
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、

国
か
ら
町
へ
配
分
さ
れ
る
税
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
バ
ラ
ン
ス
よ

く
、
公
平
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
間
に
は
、
地
域
に

よ
る
経
済
力
の
格
差
等
が
あ
る
た
め
、

地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
地
域
間
に
租

税
負
担
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
著

し
い
格
差
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

調
整
し
て
い
る
の
で
す
。

⑤
国
庫
支
出
金
と
は

　
町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
お
金
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
に
つ

い
て
、
国
か
ら
町
に
支
払
わ
れ
る
お

金
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
と
は
、
一
般

に
「
国
が
特
定
の
事
務
事
業
に
対
し
、

国
家
的
見
地
か
ら
公
益
性
が
あ
る
と

認
め
、
そ
の
事
業
実
施
に
資
す
る
た

め
、
相
当
の
反
対
給
付
を
受
け
な
い

で
交
付
す
る
給
付
企
て
あ
る
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
町
債
と
は

　
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
人
金
の
こ

-

と
で
す
。
道
路
や
橋
、
ま
た
は
学
校
　
６

な
ど
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
っ
て
利

用
さ
れ
る
施
設
の
建
設
に
必
要
な
資

金
に
つ
い
て
、
財
政
的
負
担
の
軽
減

と
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
町
債
と
い
う
形

で
お
金
を
調
道
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

’
一
般
財
源
と
は

　
歳
入
の
う
ち
、
町
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
よ
う
に
使
い
道
が
特
定
さ

れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
経
費
に
も
活
用

す
る
こ
と
の
で
き
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
判
断
の

も
と
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
政

策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
使

い
道
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
一
般
財

源
が
で
き
る
だ
け
多
く
確
保
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。

　
特
定
財
源
と
は

　
一
般
財
源
と
は
反
対
に
、
歳
入
の

う
ち
、
国
庫
支
出
金
や
町
債
の
よ
う

に
使
い
道
が
特
定
さ
れ
て
い
る
お
金

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

作
自
主
財
源
と
は

　
町
税
や
使
用
料
な
ど
の
よ
う
に
、

町
が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と
の
で
き

る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
歳
入

全
体
に
占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
が

高
い
ほ
ど
、
町
と
し
て
は
望
ま
し
い

姿
で
あ
り
、
町
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ



特別会
づ･づづ･==六大翻l･･

29億3,211万1千円　々:｀

●老人保健事業

　予算額36億6,919万3千円　=,i

●国民健康保険

　予算額

⊇
…
……入湾額二三………二………二三屈剔507 °｡｡……1阻｀｡゛:｡

26億9,386万4千円支出済額32億2,969万1千円支出済額

13億5,268万7千円

●介護保険事業

　予算額14億8,336万3千円　ゾ

●公共下水道事業

　予算額

3億1,141万円

●農業集落排水事業

　予算額

. 一 顎 男 辱 靫 闘 一 惰 禰 歌 司 憬 一 聊 一 畷 嘱 一 騨 嘸 l 一 一 一 一 ! 一 一 一 一 咄 一 一 G I 一 間 l 一 眼 I S 脚 蛾 聊 鐸 一 S 聊 鯛 噸 ! 鯛 獅 1 宛 ! -

　 支 出 済 額 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ! 2 億 集 1 3 0 万 9 千 円 　 i §
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※ 収 支 の 不 足 額 は ， 一 般 会 計 資 金 を 運 用 し ま し た ．

● 奨 学 資 金

　 予 算 額 　 　 　 　 　 　 　 　 2 4 2 万 円 ド

四m皿回陽問問鵬
支出済額　　　　2億263万5千円ノ

皿皿｡心ml七言七飯皿絵心皿

聚筒回願弓原置戸誤写賢胆聊聊郷願騨劈綴評帝京蒸陽原愕劈寒製賢所貿説

　　支出済額　　　165万円　JU

匈脳涵蚤脳訟沁妙福言泌固岫砿征谷盲返穏超訟岫誼脳包辿辿鰯諭ら訟辿論砂

水一道廓大大鵬

●資本的収支●収益的収支

∠リ?二隻｡-｡＿｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡､｡､ﾐｦﾖｾﾞ亙竺UI｡

こZ回IZ回腸367万3千円

T戸戸嗣二≡ＴＴ吊翌翌翌］

5億1,036万8千円予算額

ｸ回男河尽聊砂昌緊所祠糾可亨胚畷夕芳跨四弓岬愕竺貿昌坪回昂原陽涜豚ｍｍｍ問天馬聊夥反ふ

事業費用　　　　　　　　4億9,947万7千円　ヅ

♂｛???　　？　ゝ　？？　♂ゝ??ふ　　♂　ゝ?り??　？　♂????S??〃♂??り　ゝゝり

※資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、

　損益勘定留保資金等で補てんしました。

　
ス
に
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保
さ
れ

　
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
⑤
依
存
財
源
と
は

　
　
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
や
町

　
債
の
よ
う
に
、
国
の
決
定
や
許
可
に

　
よ
り
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ

　
た
り
し
て
入
っ
て
く
る
お
金
の
こ
と

　
を
い
い
ま
す
。

　
歳
出

　
１
年
間
に
町
が
活
用
す
る
す
べ
て
の

支
出
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

語
　
町
で
は
ヽ
こ
の
お
金
で
様
々
な
事
業

用
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
歳
出
の
額
が
決

　
　
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

政
　

⑩
総
務
費

財
　
　
全
般
的
な
管
理
事
務
ヽ
企
両
調
整

り
　
事
務
、
徴
税
事
務
、
本
庁
舎
の
維
持

｀
　
　
管
理
等
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

が
　
て
い
ま
す
゜

わ
　
聯
民
生
費

早

　
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉

の
充
実
、
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
推

進
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑩
衛
生
費

　
生
活
環
境
の
保
全
、
健
康
の
増
進
、

ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
な
ど
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
に
要
す
る
経
費
、
生

産
基
盤
の
整
備
に
要
す
る
経
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

斤
商
工
費

　
中
小
企
業
の
振
興
及
び
観
光
の
振

興
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑤
土
木
費

　
道
路
、
橋
梁
、
公
園
な
ど
の
整
備

及
び
維
持
管
理
な
ど
に
要
す
る
経
費

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費

　
小
中
学
校
の
教
育
の
充
実
、
生
涯

学
習
の
推
進
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
な
ど
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費

　
町
債
の
償
還
元
金
と
利
息
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
と
は

　
町
の
歳
出
の
う
ち
、
職
員
の
人
件

費
、
町
債
の
返
済
に
充
て
る
た
め
の

公
債
費
な
ど
町
が
行
政
活
動
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
経
費
や
法

律
な
ど
に
よ
り
町
に
支
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い
お

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
と
は

　
町
の
歳
出
の
う
ち
、
道
路
や
橋
、

ま
た
は
学
校
の
建
設
な
ど
の
よ
う
に
、

そ
の
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向

け
ら
れ
、
施
設
等
が
町
民
の
財
産
と

し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ

る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

７



一

壬生町国民健康保険特別会計実質単年度収支の推移､･
『TT¬実質歳入額　（‾¬実質歳出額　－公一実質収支額　→ﾆﾄｰ財政調整基金残高

汗円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
3,500,000

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

　500,000

　　　　0

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

鴇7年度　8年度　9年度　10年度　11年度　12年度　13年度　14年度　15年度　16年度

0

▲100,000

▲200,000

年　度 平成了年度 平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

実質歳入額(千円) 2,166,455 2,239,199 2,318,949 2,383,144 2,539,739 2,786,609 2,863,358 2,829,530 3,149,643

実質歳出額(千円) 2,044,419 2,210,183 2,220,383 2,339,728 2,527,051 2,756,626 2,913,377 2,911,327 3,318,025

実質収支額汗円） 122,036 29,016 98,566 43,416 12,688 29,983 ▲50,019 ▲81,797 ▲168,382

※実質単年度収支は、平成13年度から赤字となっています。

財政調整基金残高

各年度末（千円）

平成了年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

□9,390 326,025 379,978 430,977 381,696 372,526 339,912 320,318 134,920 64

※国民健康保険財政調整基金は、16年度末の残高が64､000円です。

(円)
250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

０

ロー人当たり平均保険税負担額 ロー人当たり平均保険給付額

平成7年度　８年度　９年度　10年度　11年度　12年度　13年度　14年度　15年度　16年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(見込)

17年度

(見込)

平成了年度 ８年度 ９年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度(見込) 17年度(見込)

一人当たり
平均保険税負担額

85,589 88,653 90,438 89,375 87,362 91,681 88,814 87,711 83,277 84,199 100,844

一人当たり
平均保険給付額

145,095 158,307 157,202 162,930 173,μ4 185,129 190,321 193,703 202,812 210,513 230,221

※一人当たりの平均保険税負担額が減少し、保険給付額が増加しています。　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先

　税に関すること：税務課諸税係曹81 － 1819　　給付に関すること：保健課国民健康保険係昔81 －1836

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
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　国民健康保険税は、各年の予測される医療費から、国・県の補助金等を差し引いた必要額を被保険者世

帯にあん分して世帯主に課税しており、国民健康保険財政の貴重な財源となっています。

　国民健康保険財政の現状は、長引く景気の低迷から世帯の所得が減少し、国民健康保険税の課税額が年々

減少している事態となっております。

　また、リストラや失業で社会保険を離脱し、国民健康保険加入者が増加し、加えて、国民健康保険法の

改正により、老人医療該当年齢が引き上げられ、保険給付費が増加している状況にあります。

　以上のようなことから、町ではこれまでも「国民健康保険財政調整基金」を取り崩し、一般会計からの

繰入を行い、披保険者の税負担を最小限におさえるべく努力してまいりました。

　しかし、現行税率では医療費の給付等に不足が生じる見込となりますので、下記のように税率を改正し、

賦課限度額の引き上げを行いました。

　なお、改正に伴い、納付１回当たりの税負担の軽減を図るため、納期の回数を年６回から年８回に変更

し、低所得者については、税負担を軽減する軽減額が変更になります。

　今後も収納率の向上、医療費の適正化、保健事業の実施等国民健康保険制度の健全な維持・運営に努め

てまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

○税率の改正

　医療給付費（基礎課税）分

区　　　　　分 改　正　前 17　年　度 対比率（％）

所得割（前年の所得－33万円） 7.5％ 8.6％ 115

資産割
(固定資産税のうち土地・家屋に係る部分)

41.0％ 41.0％ 100

均等割（披保険者１人につき） 18,000円 30,000円 167

平等割（１世帯につき） 20,000円 28,000円 140

介護納付金分（40歳以上65歳未満該当）

区　　　　　分 改　正　前 17　年　度 対比率（％）

所得割（上記の表に同い 0.83％ 1.20％ 145

資産割（　　　μ　　　　　） 4.4％ 4.4％ 100

均等割（　　　μ　　　　　） 4,200円 6,000円 143

平等割（　　　μ　　　　　） 2,600円 4,000円 154

○賦課限度額（１世帯について）

　　　　　　　　　改正前

　　　医療給付費分　520,000円　　I●

　　　介護納付金分　70,000円　　４

○納期回数の拡大

1回当たりの税負担額の軽減のため、

の引き上げ

　17年度

　530,000円

　80,000円

（地方税法による課税限度額）

（　　　　　μ　　　　　　　　　）

納期回数を現在の６回から８回に変更します。

１期 ２期 ３期 4期 ５期 ６期 ７期 ８期

納期月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

○税軽減額の引き上げ

　医療給付費 (単位：円)

１　　６割軽減 ４害り軽減

均等割（１人当たり）　1　　10,800 4 18,000 7,200呻12,000

平等割（１世帯当たり）1　　12,000 ●●16,800 8,000 4 11,200

介護納付金 (単位：円)

６割軽減 ４害り軽減

均等割（１人当たり） 2,520 4 3,600 1,680呻2,400

平等割（１世帯当たり） 1,560 4 2,400 1,040 ・ 1,600

※６割軽減基準所得

　33万円以下

※４割軽減基準所得

　33万円十（24.5万円

　×世帯主以外の彼程

　険者数）以下

９



-

ヽ一

国民年金保険料を納めるのが困難なときには

j,i･ぶ’，；　1.j　　rlFl il=1”.　モ（111S!SSi）をご利用ください！

　国民年金は20歳から加入し、60歳までの40年間保険料の納付が必要ですが、所得の減少や失業等の経済

的理由により保険料の納付が困難な場合には、本人の申請によって保険料の納付を免除する制度がありま

す。

　また、４月からは20歳台の方が対象となる若年者納付猶予制度ができ、申請者本人と配偶者の所得によっ

て保険料を後払いできることになりました。学生の場合には、本人の前年所得が118万円以下であれば、

申請により学生納付特例で保険料の納付が猶予されます。

⑥全額免除と半額免除（所得により）

　　全額免除　保険料の全額（月額13､580円）が免除されます。

　　半額免除　保険料の半額が免除され半額（月額6､790円）を納めます。

言所得の範囲

　　免除

(承認期間により)

　　　　本人・配偶者・世帯主

若年者納付猶予

学生納付特例

本人・配偶者

本人

（６月まで15年分所得）（７月～16年分所得）

（６月まで15年分所得）（７月～16年分所得）

（４月～３月で16年分所得）

見必要なもの

　　年金手帳・印鑑

　　失業された方（離職票や雇用保険受給資格者証など）

　゛学生（学生証・在学証明書など）

⑩申請受付場所

　　役場住民課及び両出張所の窓口

　免除及び若年者猶予は、社会保険事務所で承認されると、申請の前月分から次の６月分まで保険料が全

額免除・半額免除・納付猶予となります。また、半額免除が承認された場合には半額の保険料を納付しな

い場合は、未納扱いとなりますのでご注意ください。

　学生納付特例は、承認される期間は４月から３月となります。学生及び若年者の納付猶予の場合は、10

年以内であれば後から納めること（追納）ができますが、３年目からは当時の保険料に加算金がつきます

ので少しでも早く追納することをおすすめします。

【免除と未納の違い】

全　額　免　除 半額免除（半額納付時） 未　　　　　納

年金受給の資格期間 期間に入ります 期間に人ります 期間に入りません

受け取る年金額 ３分の１反映 ３分の２反映 額に反映しません

障害・遺族年金 保険料納付と同じ 保険料納付と同じ 受給できないときあり

納付できる期間 10年以内（3年目から加算金） 1吽以内（3年目から加算金） ２年以内

　学生特例納付猶予期間や若年者納付猶予期間は、年金を受けるための資格期間には認められますが、年

金額の計算には反映されませんので、追納することをおすすめします。

　未納期間になりますと障害・遺族年金を受給できないこともありますのでご注意ください。

兪･問合せ先　⑤栃木社会保険事務所国民年金業務課

　　　　　　町民生部住民課国民年金保

昔22－6074 ・ 6075

昔81－1827

10



ざjみこﾄ……のj万簸量:yfl:とlall認協i=･ZI≪ji怨色tN:ヽ･､.17'7'i

　町では、ごみの減量化・資源化を推進するため、その一環として、壬生町資源ごみ回収報償金交付要綱

に基づき、町民の皆様の各種団体参加によるごみ減量化活動を行なっています。

　この資源ごみ回収活動において、皆様のご協力をいただき、昨年度１年間で約536トンのごみを資源化

（減量化）し、約165万本のペットボトルを回収することができました。

ご
ﾍﾟｯ

ボト

新聞紙 291.6トン

アルミ他金属　9.3トン

み　536トンを資源化

ﾄﾙ　165万本を回収

ダンボール　97.7トン

鉄類　5.4トン

雑誌類　80.6トン

布類　3.8トン

１
１
Ｉ

びん類

’
4
E
I
圈
ｌ

１
具
県
沓

45.2トン

その他　2.4トン

平成16年度　団体別資源ごみ・ベットボトル回収実績表
回収団体名 資源ごみ(kg) ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ体） 回収団体名 資源ごみ(kg) ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ(本) 回収団体名 資源ごみ(kg) ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ(本)

あけぼの子供育成会 40,715 92,298 (鴎)せせ6ぎ会ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰｳｨｽﾞ 12,250 藤井小学校ＰＴＡ 22,590

ありんこ保育園動物愛護会 4,762 城東町自治会 6,710 南犬飼中学校ＰＴＡ 6,985 H8,327

いずみ自治会 13,674 20,239 城　内　自　治　会 8,710 22,538 壬生北小学校児童会 7,607

いずみ自治会育成部 4,613 す　　　ば　　　る 2,620 壬生小学校ＰＴＡ 8,628

一　　　心　　　会 4,082 生活研究グループあざみ会 2,063 壬生中学校生徒会 41,385

今　井　自　治　会 4,190 せせらぎ学園 29,250 壬生中学校保護者会 29,962 144,152

駅東子供会育成会 12,129 第31回濁医祭実行委員会 2､200 壬生東小学校児童会 14,526

おもちゃのまち育成会 1,334 月かげ幼稚園育成会 16,108 壬生東小学校ＰＴＡ 6,218

おもちゃのまち自治会 20,405 13,160 束下台育成会 4,502 睦小学校ＰＴＡ 27,322

上稲葉自治会上町中組 3,607 栃木県立壬生高等学校 8,220 14,000 安塚小学校児童会 17,841

上表町ときわ会 49,811 中泉子供育成会 7,410 8,650 安塚小学校ＰＴＡ H,540

上田子供育成会 19,464 17,385 中表町自治会 5,099 7,785 やすづか保育園保護者会 2,285 5,851

上町天狗杉班 2,316 2,000 西高野老人会 7,940 16,860 壬生町消費老友の会 436

上　町　巴　会 2,818 4,965 のぞみホームを応援する会 25,873 87,710 壬生町城南長寿会 18,000

上進町自治会 14,751 8,712 馬　場　自　治　会 11,006 24,939 壬生町六美中央育成会 5,855 3,150

北小林子供会育成会 15,545 28,246 福和田花壇管理組合 14,979 六美南部育成会 6,085

県営壬生住宅育成会 21,180 フリーマーケットの会 4,478 むつみの森自治会 63,648 205,600

県営壬生住宅自治会 10,036 フ　　レ　　ン　ズ 6,365 8,467 六美北部育成会 3,809 3,904

鯉　沼　自　治　会 17,980 17,070 星の宮育成会 5,172 3,558 メリーランド保育園 7,375

秋　桜（コスモス） 81,304 緑町１丁目自治会 31,736 38,325 安塚青葉二班 1,507 1,410

幸町一丁目育成会 I,675 緑町３・４丁目育成会 6,410 5,017 安塚三自治会 22,969 21,532

幸町３丁目育成会 778 794 緑町二丁目自治会 7,013 10,583 安塚中央コスモス会 10,867 7,451

さくらんぼ共冊育顧てる会 5,562 6,600 壬生寺保育園 10,242 ゆ　う　が　お　会 2,440 4,555

三修会壬生北剣道教室育英会 7,400 稲葉小学校ＰＴＡ に695 万　町　自　治　会 6,417 7,315

至宝町婦人会 58,526 いなば保育園保護者会 2,549 ルネプラッツ22事務局 8,925

下表町自治会 14,923 19,558 しもだい保育園保護者会 8,833 若　草　自　治　会 12,753

下台団地子供会育成会 9,267 とおりまち保育園保育会 10,705

下横町自治会 19,583 21,233 羽生田小学校ＰＴＡ 2,310 27,722
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３名の方に

姫丿嗇

　この程、春の褒章、叙勲の受章者が発表され、本町から亀田和己さん（大字北

小林）、吉田忠雄さん（本丸二丁目）、福田守孝さん（大字安塚）の３名の方が受

章されました。

《謳E円鏡奮:竃71

亀田和己

ｔ
愚
一

7
2
1

更生保護

　昭和55年から現在まで保護司。平

成６年４月から平成10年３月まで壬

生町保護司会会長。

ご顧雫穎11'g;i:;ii7:章y;'

㎜WW-

　　吉田忠雄　72歳　選挙事務

　昭和51年から現在まで壬生町選挙

管理委員会委員。昭和59年11月から

平成16年10月まで同委員長。

'゛jii.゛゛゛'1i.゜:日本ﾘ:゛トルシニア北関東支部春季大会で優勝III:゛'

　５月３[]から８日まで、埼玉県で行われた硬式野球の日本リトルシニア

北関東支部春季大会で宇都宮リトルシニアが優勝し、５月19日、本町出身

で選手の小林陸さん(南犬飼中２年)と、コーチの小林喜久男さんが町長

室を訪れ、優勝の報告をしました。

　宇都宮シニアは、５月22[ﾖから開催された関東大会に出場し、全国大会

出場を目指し健闘しました。

　ﾊ｀゛W･匹゛ひ､゛･゛ヽ宍ｸ勁゛･､.｀･娠ヽ.､回.石弓7回.旅診一
才瑞宝双発貧………

　　福田守孝　71歳　地方自治

　栃木県商工労働観光部長、県民生

活部長などを歴任。平成３年10月か

ら平成11年９月まで栃木市助役。

皮塚地区コミュニティ推進協議会

゛穏禾峯ゴミュニティ協会会長表彰……を":受資･'

　４月27日、栃木県コミュニティ協会総会において、安塚地区コミュニ

ティ推進協議会（長井研三会長）が、栃木県コミュニティ協会会長表彰

を受けました。

　安塚地区コミュニティ推進協議会は、昭和56年に安塚小学校区を単位

として発足しました。

　今回の表彰は、コミュニティ盆踊り大会・歩け歩け大会・高齢者福祉

まつり等を実施するなど、多年にわたり、様々なコミュニティ活動を展

……　開してきたことが認められたものです。
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まちのわだい地域の話題などをお寄せください

退任民生委員・ 児童委員

厚生労働大臣・
　平成16年11月30日をもって退任されました民生委員・

児童委員に対し、厚生労働大臣表彰状、栃木県知事表

形状の伝達が、５月19日、町役場で行われました。

　今回厚生労働大臣表彰を受けたのは、佐川卓三さん、

岩田幸子さん、渡澄親守さん、高橋ミサさんの４名の

方、栃木県知事表彰を受けたのは、佐藤信子さん、神

長孝子さん、安生佳子さんの３名の方です。

　厚生労働大臣表彰は、75歳の年齢制限まで委嘱され

た方に、栃木県知事表彰は、委嘱年数10年以上で、知

事表彰を受けていない方に贈られるものです。

広報公聴係昔81－1812

栃木県知事:表竃li:l゛'5°'
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　５月16日から６月19日まで、おもちゃ博物館において、「発展途

上国のこどもたちとおもちゃ」展が開かれました。

　財団法人フォスタープラン協会の協力のもと、発展途上国のおも

ちゃが展示されました。おもちゃはこどもたちの手作りのものが多

く、楽器やお面など、様々なものが展示されました。

　そのほか、こどもたちの［］常を写した写真や、こどもたちからの

手紙など、発展途上国のこどもたちの生活の紹介がありました。
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　５月1m、むつみの森で、下稲葉そばの郷

工房（中島正代表）による、そば打ちが行わ

れました。むつみの森利用者のみなさんに

打ちたてのそばを昧わってもらおうと行われ

たもので、昨年に引き続き２回目となります。

　今回はむつみの森の利用者の方のそば打ち

体験も行われ、下稲葉そばの郷工房の方の指

導を受けながら、そば打ちを行いました。

　打ったそばは、むつみの森でお昼に出され

ました。自分たちで打ったこともあり、そば

の昧は格別だったようです。

-

-



　　　　　まちのわだい地域の話題などをお寄せくださぃ

｡｡,,｡,｡第……,｡……,｡1｡,,｡回｡こ｡いのぽりまつりを開催

　広報公聴係酋81－1812

おもちゃのまち自治会老人クラプ゛'i.51111'j.'

　４月16日、おもちゃのまち自治会老人クラブ主催の第１回こ

いのぼりまつりが、おもちゃのまち公園で開催されました。

　まつりは、地域の将来を担う子どもたちの健やかな成長を願

い、昔からの習慣である「こいのぼり」を揚げる体験を通して、

子どもだちとお年寄りとの交流を図ろうと、今回初めて実施さ

れました。

　子どもたちは、地域の高齢者の方やお母さん方の協力を得て、

大小20匹の鯉のぼりを力を合わせて揚げました。また、みぶ民

話の会会員からおはなしを聞いたり、親子で歌を歌ったり、老

人会手づくりのおしるこを食べたり、記念品やお土産をいただ

いたりして、楽しいふれあいの一［1を過ごしました。

∩生 の人形劇を堪能に･jlJ.=万･一一7･.:
.･

　５月３日～５日の３日間、おもちや博物館において、第10回

おもちやふれあいまつりが開催されました。

　期間中、おもちや博物館前では、模擬店、エアートランポリ

ンファファ、バンド演奏等の催しが行われました。

　また、おもちや博物館内では、ＴＶキャラクターショーが行

われました。テレビでおなじみのキャラクターを見ようと、多

くの子ども達が集まり、キャラクターショー、ショーの後に行

われた、サイン会、握手会は大盛況でした。

１
み
ぶ
民
話
の
会
の
お
話
を
聞
く

　
子
ど
も
た
ち

　　５月13日、町中央公民館に於いて、チヤリティ

ブ人形劇が行われました。

　人形劇を主催しだのは、全国各地の施設を訪問

して、心身にハンディキャップをもっている子ど

もたちに観劇の場を提供している、日産労連ＮＰＯ

センター「ゆうらいふ21」です。

　今回の「チャリティきやらばん」公演は、壬生

町授産施設むつみの森が、公演招致に応募し実現

しました。

　観劇したのは、むつみの森、せせらぎ学園に人・

通所しているみなさんや、町内の保育園、幼稚園

等の子どもたち約400名で、演目「アラジン」の１

時間公演が短く感じるほどで、身近に見る生の人

形劇を楽しんでいました。
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尹

一一
一一
一一

朝
叫
哺
卵
守
岬
卯
噺
叫
ぼ
一
μ
４

　
　
㈲
廓
㈹
吻
顧
朗
覆
順
醐
蜜
、
燭
叫
咀
匍
ｙ

避
難
場
所
を
確
認
し
、
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
Ｉ
・

・
非
常
用
持
出
品
の
準
備

・
２
～
３
日
分
の
食
料
、
飲
料
水
等
の
備
蓄

・
家
族
内
の
連
絡
方
法
の
確
認

・
家
具
等
の
転
倒
防
止
等

小山llj

-

No. 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

９ 羽生田小学校

82－1022

FAX

82－8410

大字羽生田

　　2139－1

西部、中央、北原、台宿、

下坪

10 睦小学校

82一指24

FAX

82－4954

大字壬生丁

　　230－1

六美町北部、緑町一丁目～

緑町四丁目、幸町一丁目～

幸町四丁目、おもちゃのまち、

いずみ、若草

11 南犬飼中学校

86－0134

FAX

85－1205

大字北小林

　　　　743

北小林、狽協医大職員寮、

あけぼの

12

南犬飼地区

公　民　館

勤労青少年ホ

ーム(やすづか

保育園を含む)

86－0031
大字安塚

　　　1179
上長田、安塚南部

13 安塚小学校

86－0034

FAX

86－0042

大字安塚

　　　2078

安塚一、安塚二、安塚三、

安塚中央

14 壬生北小学校

86－0064

FAX

86－1058

大字北小林

　　　　190
上田、中泉、助谷、助谷原

15 総合公園

86－7117

FAX

86－7112

大字国谷

　　783－1

国谷中央、国谷新田、

国谷本田、束原、鯉沼

Na 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

１ 壬生小学校

82－0049

FAX

82－0121

本丸２丁目

　　３－７

下表町、中表町、下横町、

今井、上表町、東下台、

下台団地、城東町、栄町

２

壬生中央

公　民　館

城址公園

82－0108

FAX

82－0042

本丸１丁目

　　　　８

仲通町、上通町、駅束、

県営壬生住宅、城内、城南、

舟町

３ 藤井小学校

82－0102

FAX

82－4684

大字藤井

　　　1267

馬場、原宿、田向稲荷内、

上坪、前宿坪、台坪

４ 壬生中学校

82－6690

FAX

82－2048

大字壬生甲

　　　2770

万町、上新町、下馬木、

西高野、釜ケ淵、福和田

５ 総合運動場

82－2345

FAX

82－2706

大字壬生甲

　　　3828

三好町、旭町、星の宮、

六美町南部、六美町中央、

車塚

６ 壬生東小学校

82－0079

FAX

81－1384

落合三丁目

　　5 －21

至宝町北、至宝町南、

ひばりケ丘、落合

７ 稲葉小学校

82－1004

FAX

82－1572

大字上稲葉

　　　　881
下町、上町、本郷、松原

８
稲葉地区

公　民　館
82－7374

大字上稲葉

　　　　932
原坪、鹿島、下馬木

15
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スポーツ入会で活躍した選手･監督

･地域スポーツの発展貢献者を表彰

～壬生町旅育協会～

　
壬
生
町
体
育
協
会
（
会
長
　
松
本
幸

言
は
、
５
月
2
5
日
に
開
催
し
た
総
会

に
お
い
て
、
平
成
1
6
年
度
の
大
会
で
活

躍
し
た
選
手
・
監
督
の
方
々
を
体
育
協

会
の
表
彰
規
定
に
基
づ
き
選
考
し
、
表

彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

受
賞
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　
【
団
体
】

回
第
3
9
回
栃
木
県
新
人
野
球
大
会

　
優
勝
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
中
学
校

訃
平
成
1
6
年
度
栃
木
県
新
人
中
学
校
剣

　
道
大
会

　
優
勝
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
中
学
校

ｔ
…
…
第
４
回
全
日
本
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル
大
会
出
場
　
　
　
　
壬
生
中
学
校

【
個
人
】

　
第
2
1
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

　
選
手
権
大
会

　
女
子
４
年
生
の
都
2
4
㎏
級

優
勝

　
　
　
　
ま
ゆ

篠
原
麻
佑

　
Ｔ
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
２
０
０
４
年
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス

　
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
女
子
カ
デ
ッ
ト

　
4
9
㎏
級

　
準
優
勝
　
　
　
　
　
　
早
乙
女
春
香

‘
第
3
0
回
全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
選

　
手
権
大
会
4
0
㎏
級
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
単
記
恵

　
第
Ｈ
回
日
本
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
全

　
国
選
抜
大
会
出
場
　
　
　
君
島
立
将

-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
憲
治

第
4
4
回
全
日
本
中
学
校
水
泳
競
技
大

会
出
場
（
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
）

栃
木
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳

競
技
大
会
2
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
１
位
　
　
　
　
　
　
　
清
水
英
幸

第
5
9
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
出

場
（
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
出
場

（
4
0
0
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
・
バ
タ
フ

ラ
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
理
恵

第
8
6
回
全
国
高
校
野
球

出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
雄
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
啓
之

第
5
9
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
出

場
（
サ
ッ
カ
ー
）

て
づ
か

手
塚
康
友

第
5
9
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
出

場
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
敬
祥

第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
冬
率
大
会
出

場
（
ス
キ
ー
）

第
5
4
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
憲
二
郎

第
2
7
回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手

権
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
井
祐
貴

聯
第
5
9
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
出

　
場
（
銃
剣
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梁
島
英
男

鎗
第
6
0
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
出

　
場
（
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
友
情

七
第
5
9
回
国
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
出

　
場
（
ボ
ー
ト
）

　
監
督
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
田
幸
雄

一
笑
5
9
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
出

　
場
（
銃
剣
道
）

　
監
督
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
益
位

ハ
第
5
9
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
出

　
場
（
自
転
車
）

　
監
督
　
　
　
　
　
　
　
　
小
口
英
之

ザ
エ
ニ
ス
県
選
抜
選
手
権
大
会
女
子
4
0

　
歳
以
上
の
部

　
優
勝
　
　
　
　
　
　
　
本
田
美
智
子

三
第
8
6
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

　
出
場
（
審
判
委
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
田
英
二

ズ
第
４
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
島
孝
一

心
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
４

　
出
場
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
長
二
郎

ご
第
2
1
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト

　
ン
選
手
権
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
信
義

・
ご
第
3
9
回
Ｂ
Ｐ
Ａ
Ｊ
全
国
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
競
技
大
会
出
場
　
　
　
古
内
美
恵
子

川
の
笠
ぷ
　
あ
勁
　
―
ル
　
1
6

　
　
ワ
用
９
日
泌
一
オ
ー
プ
ン

開
設
期
間

７
月
９
日
田
～
９
月
４
日
向

　
（
期
間
中
無
住

開
設
時
間

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
入
場
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

利
用
料
金
（
１
人
当
り
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）
　
　
７
０
０
円

小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
４
０
０
円

幼
　
　
　
児
　
　
　
　
　
無
　
　
料

ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
（
１
回
）
　
１
０
０
円

問
合
せ
先

　
（
開
設
期
間
中
）

　
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
昔
卿
て
９
４
７
９

　
（
期
間
以
外
）

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
月
曜
休
館
）

　
［
町
総
合
運
動
場
体
育
館
内
］

　
昔
幻
て
２
３
４
５



邁
素
１
參

第
７
回
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
2
1
日

（
い
い

合
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

）

　
参
加
者
１
１
０
名

こ
　
且

男
　
子

準優
優
勝勝

　
　
　
第
３
位

　
　
　
第
４
位

　
　
　
第
５
位

　
　
　
第
６
位

　
　
　
第
７
位

　
　
　
第
８
位

　
　
　
第
９
位

　
　
　
第
１
０
位

女
　
子

準優
優

勝勝

第
３
位

第
４
位

第
５
位

第
６
位

第
７
位

第
８
位

第
９
位

第
１
０
位

上
原
　
　
衛

北
出
　
義
郎

児
玉
　
　
武

日
向
野
有
功

佐
々
木
茂
生

永
井
　
弘
三

小
見
　
俊
夫

大
橋
　
宗
治

粂日
川下

昌
弘隆

荒
川
　
ミ
工

大
栗
　
栄
子

小
平
　
テ
ル

粂
川
ト
キ
工

青
山
　
節
子

山
名
ま
さ
を

清
水
　
ツ
ヤ

矢
内
　
幸
子

後
藤
　
ト
ク

青
木
　
ミ
ツ

ヽ 一

下
都
賀
郡
民
体
育
祭

議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

み
ご
と
優
勝

　
第
5
7
回
下
都
賀
郡
民
体
育
祭
の
議
員

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
2
4
目
、
岩

舟
町
の
総
合
運
動
公
園
他
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
町
の
議
員
チ
ー
ム
は
、
１
回
戦
の

対
都
賀
町
で
は
延
長
戦
ま
で
も
つ
れ
こ

む
試
合
を
制
し
、
つ
づ
く
準
決
勝
も
大

平
町
に
勝
利
し
ま
し
た
。
午
後
の
決
勝

戦
は
応
援
も
白
熱
し
、
お
互
い
好
プ
レ
ー

が
続
出
す
る
熱
戦
で
し
た
。
結
果
は
国

分
寺
町
に
1
3
－
６
で
快
勝
し
、
み
ご
と

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

⑩
優
　
勝
　
壬
生
町

⑩
準
優
勝
　
国
分
寺
町

⑩
第
３
位
　
石
橋
町
・
大
平
町
・
岩
舟
町

大会の様子ゾ

-

親
睦
の
輪
が
広
が
る

第
１
回
ｆ
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
皿
合
妾

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
月
９
一
日

（
い

総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

）

　
　
参
加
者
5
8
名

成
　
績

⑩
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
渡
辺
隆
典
・
坂
本
光
広
組

準
優
勝
　
堀
内
義
行
・
加
藤
隆
行
組

第
３
位
　
川
井
利
成
・
中
村
　
良
組

⑩
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
田
村
亜
紀
子
・
渡
辺
千
鶴
組

準
優
勝
　
本
田
美
智
子
・
松
本
あ
さ
み
組

第
３
位
　
岩
瀬
純
子
・
長
谷
川
直
子
組

大
会
結
果

第
１
位
　
刀
川
フ
ミ
　
恭
呈
向
老
入
ク
晏

第
２
位
　
増
田
武
次
　
万
町
倖
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
青
木
ミ
ツ
　
上
新
町
老
入
会

第
４
位
　
安
納
フ
ミ
　
万
町
倖
ク
ラ
ブ

第
５
位
　
神
永
芳
夫
　
上
田
宿
長
寿
会

第
６
位
　
広
沢
ツ
ヤ
　
畠
朝
泉
ト
吉
言

第
７
位
　
児
玉
　
武
　
羞
町
南
老
人
ク
ラ
ヴ

第
８
位
　
大
粟
栄
子
　
国
谷
新
田
長
寿
会

第
９
位
　
荒
川
ミ
エ
　
上
新
町
老
入
会

第
１
０
位
　
鈴
木
末
男
　
万
町
倖
ク
ラ
ブ

４
入
賞
者
と
役
員
の
み
な
さ
ん

17



み/dj:の広場|ﾉ
松
本
汐
音
ち
ゃ
ん
（
安
塚
南
部
）

　
　
（
Ｈ
1
5
・
６
・
2
5
生
）

鈴木　颯ちゃん（至宝町北）

　　　（H 16.6.18生）
わ
が
寂
Ｑ

　
？
イ
ド
ａ

- ’

　　　　・　･- ･･ala･･･････････････㎜･■Ilj･････-al････ ････ ･
　　　　蓼腎=……゛'=……………

　　　　　;4

1]

§

Lj
J]

:,1=,==J
,
ﾌﾟ

1

…….=

/J

…

…

…ﾌﾟﾚ

･

防

j

，.,

1

,

4

J=

∧　

一一　

j

……;;･.:i‘‘‘･
'｀'.･一幽幽･ ii……'゛hij“'………!?'7;.:ti

iji･=･.j.i･.=･.･.1:ｴi:li,:.i

辿一遇圖I

圖

…

……

圖

■]

こI｡……

……

‐

鈴木ひかりちやん（中泉）

　　　（H 15.6.4生）

　次回は８月生まれのアイドルを募集します。

（締切了月22日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

『
義
経
伝
説
』
③

　
　
尾
　
神

社

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経
」
。
ご

覧
に
な
っ
て
ま
す
か
？
今
回
紹
介
す
る

「
齢
匹
神
社
」
で
す
が
ヽ
女
優
・
中
越

　
　
　
　
　
　
け
ん
れ
い
も
ん
い
ん
と
く
こ
　
汽
ら
容
ょ

典
子
扮
す
る
「
建
礼
門
院
徳
子
（
平
清

盛
の
次
女
、
高
倉
天
皇
の
中
宮
）
」
に

ま
つ
わ
る
社
で
す
。
場
所
は
壬
生
町
大

字
上
稲
葉
の
嘉
陽
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

北
に
あ
る
元
村
社
「
高
尾
神
社
」
で
す
。

　
そ
の
社
は
、
寿
休
洋
間
（
１
１
８
２

～
Ｉ
１
８
５
）
、
匹
噺
談
（
島
根
県
）

に
住
ん
で
い
た
伊
賀
平
訥
本
源
の
娘
は

建
礼
門
院
徳
子
に
仕
え
少
納
言
高
尾
と

名
の
っ
て
い
ま
し
た
。
源
平
合
戦
で
平

家
が
敗
れ
た
折
り
、
建
礼
門
院
か
ら
瑕

を
も
ら
い
郷
里
の
因
幡
へ
帰
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
帰
路
で
、
盗
賊
に

襲
わ
れ
た
際
金
売
り
古
次
に
助
け
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
高

尾
は
吉
次
を
恋
慕
い
、
吉
次
の
伴
む
奥

州
を
目
指
し
旅
を
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
下
野
国
稲
葉
の
地
に
来
た

と
き
す
で
に
吉
次
が
亡
く
な
っ
て
い
た

こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
高
尾
は
こ

の
地
に
庵
を
結
び
吉
次
の
霊
を
供
養
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
尾
も
病
に
か
か

り
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ

の
死
に
際
し
郷
里
因
幡
の
高
尾
大
明
神

を
勧
請
し
て
く
れ
る
よ
う
に
と
遺
言
し

た
の
で
、
村
人
は
社
を
建
て
高
尾
大

明
神
を
峯
山
に
祀
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
一
説
に
は
、
高
尾
は
「
高
尾
峯
子
」

と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
と
い
い
、
ま
た

「
高
尾
は
遊
女
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
吉
次
に
助
け
出
さ
れ
た
」
と
い
う
い

い
伝
え
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
場
所
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●高尾神社
　
　
県
道
国
谷
家
中
線
上
稲
葉
地
内
。
道

（

路
丿

側
の
壬
生
町
嘉
陽
ケ
丘
ふ
れ
あ
い

　
広
場
か
ら
北
に
３
０
０
び
ほ
ど
奥
の
社
。

心

　
次
回
は
、
源
義
経
が
休
息
し
た
と
さ

れ
る
「
母
衣
（
ほ
ろ
）
掛
け
の
松
」
で

す
。
お
楽
し
み
に
口
‥

問
い
合
わ
せ
／
資
料
館
昔
8
2
－
８
５
４
４

／／／／／／／Ｘ／／芦ｙ／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ
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ハンガリーの香り漂う管弦楽団と

　ヴァイオリンの才能に磨きが掛かった樫本大進。

ブダペスト祝祭管弦楽団

　　　　　＆樫本大進

午後了時開演

６,０００円

入場券発売

10月26日㈲

全指定席

了月１日㈲

　
平
成
1
7
年
度
壬
生
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
こ
の
試
験

は
高
校
卒
業
程
度
の
試
験
で
す
。

　
職
種
及
び
採
用
人
員

　
一
般
事
務
　
若
干
名

　
受
験
資
格

　
昭
和
5
5
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
6
3
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

　
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

＊
た
だ
し
、
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る

　
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

-

　　　ブタペスト祝祭管弦楽団　　　　　樫本大進

　会　　場　壬生中央公民館犬ホール(城址公園ホール)

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、(財)

　町施設振興公社で取り扱ってます。

頑澗合せ先　壬生中央公民館　昔82－0108

　(月曜[]、火曜日の午後、祝祭[ﾖは休館です｡]

イ
、
成
年
枝
後
見
人
及
び
彼
程
佐
人

ウ
、
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

　
　
の
執
行
が
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

　
　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

　
　
ま
で
の
方

工
、
壬
生
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

　
　
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か

　
　
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

寸
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お

　
　
い
て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

　
　
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

　
　
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

裁
判
手
続
を
悪
用
し
た
架
空
請
求
に
ご
注
意
を
！

　
最
近
、
「
支
払
督
促
」
や
「
小
額
訴

訟
」
と
い
っ
た
裁
判
所
の
手
続
を
悪
用

し
た
り
、
裁
判
所
か
ら
の
通
知
を
装
っ

た
架
空
請
求
が
見
ら
れ
ま
す
。
裁
判
所

の
手
続
が
本
当
に
進
め
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
放
置
す
る
と
、
強
制
執
行
な

ど
の
不
利
益
を
披
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
本
当
の
「
裁
判
所
」

か
ら
の
通
知
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
本
物
か
ど
う
か
の
見
分
け
方
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
次
の
４
つ
。

　
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

　
に
加
入
し
た
方

試
験
日
及
び
会
場

９
月
1
8
日
㈱
　
８
時
3
0
分
受
付

壬
生
中
央
公
民
館
ａ
8
2
－
０
１
０
８

受
験
手
続

試
験
案
内
及
び
申
込
書
は
、
役
場
総

務
課
及
び
稲
葉
出
張
所
・
南
犬
飼
出

張
所
で
７
月
Ｈ
目
か
ら
配
布
し
ま
す
。

郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
て
宛
先
を
明
記
し
た

返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
が
入
る

①
「
特
別
送
達
」
と
記
載
さ
れ
た
、
裁

　
判
所
の
名
前
入
り
の
封
書
で
送
付
さ

　
れ
て
き
ま
す
。

②
郵
便
職
員
に
よ
る
手
渡
し
が
原
則
で

　
す
。

③
受
取
り
の
際
は
、
郵
便
職
員
か
ら

　
「
郵
便
送
達
報
告
書
」
に
署
名
又
は

　
押
印
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

④
ま
た
、
本
物
の
「
支
払
督
促
」
や

　
示
額
訴
訟
の
呼
出
状
」
に
は
、
「
事

　
件
番
号
」
・
「
事
件
名
」
が
記
載
さ
れ

　
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
「
支
払
督
促
」

　
も
の
）
を
必
ず
同
封
し
て
下
さ
い
。

　
受
付
期
間

　
７
月
1
9
日
㈹
～
８
月
５
日
㈲
月
曜
日

　
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
3
0
分
～
午

　
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
５
日
の
消
印
の

　
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ

づ
壬
生
町
総
務
部
総
務
課
庶
務
人
事
係

　
〒
３
２
１
－
０
２
９
２

　
壬
生
町
通
町
1
2
番
2
2
号

　
萱
8
1
－
１
８
０
６

に
つ
い
て
は
、
「
督
促
異
議
申
立
書
」

が
一
緒
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
れ
ら
の
書
類
に
金
銭
の
振
込

み
先
等
（
預
金
口
座
等
）
が
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

困
っ
た
と
き
の
ご
相
談
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ヘ

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
昔
０
２
８
－
６
６
５
－
７
７
４
４

⑩
⑥
＠
轡

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

高
間
信
義
様
①
　
　
　
　
　
　
５
千
円

松
本
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
様
②

　
　
　
　
　
　
　
２
万
５
千
２
１
７
円

は
に
わ
会
様
⑨
　
　
　
　
　
　
３
千
円

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
様
②

　
　
　
　
　
　
　
１
万
１
千
７
５
５
円
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50周年記

：



入場無料 (約10,000台の無料駐車場完備)

主　催:社団法人日本ホルスタイン登録協会・日本ジャージー登録協会

実行団体:第12回全日本ホルスタイン共進会栃木県実行委員会TEL:028,623-2587

　　　　ホームページ　http://farmfesta.com/index｡html

　
さ
あ
１
　
こ
れ
は
何
で
し
ょ
う
？
。

　
実
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
花
で
す
。
珍

し
い
こ
ん
に
ゃ
く
の
花
を
付
け
た
の

は
、
圓
照
寺
（
石
川
竹
悛
住
職
・
前
宿

坪
）
方
の
庭
先
で
す
。

　
2
0
年
程
前
に
2
0
ｍ
位
の
こ
ん
に
ゃ
く

玉
を
植
え
た
も
の
が
、
1
0
年
程
前
に
初

め
て
花
を
付
け
、
そ
の
後
も
３
年
く
ら

い
毎
に
咲
く
そ
う
で
す
。
花
は
、
５
月

の
上
旬
か
ら
同
下
旬
ま
で
咲
い
て
い
ま

し
た
。

安塚小　１年

　　高木雄大

　　●　　　●　　　●
　盲介　国　固

　通護　民　定

　微禄　健　資

・収険　康　産鎖（コこハ

蒙ゐ　ゐ識　泳

　及及　吏
８び　び　＿計
月全　全　２輿

１納　納　期祝

日－　－　－

７
月
の
納
税
等

於
・
壬
生
町
羽
生
田
地
内
県
有
地

四
大

イ

ベ

ン

ト

　固執

匈
紅
白

咎
仙
郷
酔
眼
奢

希

參

皐
曇
参

参
穆
舎
辱

一
巻

l.　　　●一　　．

開：

催１

b

60

万

人

が

集

う

老齢４“一司？

　　絵画「すきなものいっぱい」

Ｖ
づ

安塚小　１年

　　斎藤扇邑

　　　　絵画「すきなものいっぱい」

凪100古紙配合率100%再生紙を使用しています
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